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（
一
）

中
國
古
代
に
於
い
て
は
儒
家
の
敎
典
と
し
て
五
經
が
重
ん
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
漢
の
武
帝

が
五
經
博
士
を
置
き
、
儒
敎
を
國
學
と
し
た
こ
と
に
端
を
發
す
る
。
五
經
と
は
、
例
え
ば『
初

學
記
』
で
は
『
詩
』『
書
』『
易
』『
春
秋
』『
禮
』
を
指
す
と
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ

で
言
う
『
禮
』
と
は
、
漢
代
以
後
は
『
儀
禮
』
を
指
し
、
後
世
、『
禮
記
』
を
指
す
よ
う
に

な
る
。

五
經
の
文
の
解
釋
は
極
め
て
難
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
獻
の
成
立
が
數
千
年
を
遡
る
古
語

か
ら
成
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
紀
元
前
四
世
紀
中
頃
に
は
成
立
し（

一
）た

と
さ
れ

る
『
詩
經
』
の
解
釋
は
最
も
難
解
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
今
述
べ
た
如
く
そ
れ
が

二
千
年
以
上
前
の
古
代
中
國
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の

理
由
は
、
我
々
現
代
人
が
『
詩
經
』
の
詩
を
謠
っ
た
人
々
の
生
活
・
宗
敎
・
習
俗
・
社
會
を

知
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
我
々
が
當
時
の
人
々
に
と
っ
て
の
日
常
的
な
常
識
や
、
神

聖
な
場
に
於
け
る
常
識
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
淸
朝
考
證
學
者
の『
詩

經
』
解
釋
を
見
て
も
、
詩
の
中
で
使
用
さ
れ
た
文
字
や
言
語
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
な
考
證
が

な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
詩
經
』
諸
篇
の
内
容
や
意
味
に
つ
い
て
は
理
解
が
不
足
し

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
詩
を
文
獻
の
用
例
を
根
據
と
す
る
こ
と
で
の
み
理

解
し
よ
う
と
し
、
當
時
を
生
き
た
人
々
の
常
識
を
知
る
こ
と
に
は
目
を
向
け
な
か
っ
た
爲
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
結
果
的
に
詩
の
内
容
や
意
味
に
ま
で
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は『
詩
經
』の
詩
を
謠
っ
た
古
代
中
國
人
に
と
っ
て
の
常
識
、
卽
ち
彼
等
の
生
活
・

宗
敎
・
習
俗
・
社
會
を
知
り
、『
詩
經
』
解
釋
に
資
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
に
は
淸
朝
考
證
學
の
知
識
を
基
に
し
つ
つ
、
甲
骨
文
・
金
文
の
知
識
を
廣
く
應

用
し
、
グ
ラ
ネ（

二
）ー

・
エ
リ
ア
ー（

三
）デ

・
柳
田
國（

四
）男

・
折
口
信（

五
）夫

に
始
ま
る
基
本
的
な
民
俗
學
・

宗
敎
學
的
知
識
や
、
社
會
學
・
歷
史
學
的
知
識
を
補
助
學
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
盡
き
る
で

あ
ろ
う
。

『
詩
經
』
の
詩
を
解
釋
す
る
た
め
に
目
を
通
さ
ね
ば
な
ら
な
い
注
釋
書
は
夥
し
い
數
に
及

ぶ
。
例
え
ば
、
明
代
の
『
通
志
堂
經
解
』
や
淸
代
の
『
皇
淸
經
解
』『
續
皇
淸
經
解
』
に
は
、

膨
大
な
『
詩
經
』
解
釋
書
が
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
我
が
國
に
於
い
て
も
、
室
町
時
代
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
無
數
の
注
釋
書
が
世
に
出
て
い
る
。
先
に
淸
朝
考
證
學
の
知
識
の
必
要
性
に

つ
い
て
觸
れ
た
が
、
そ
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
注
釋
書
も
ま
た
實
に
多
い
。
し
か
も
淸
朝
考
證

學
の
説
を
使
用
す
る
場
合
、
そ
れ
を
單
體
で
讀
む
だ
け
で
は
足
り
ず
、
毛
傳
・
鄭
箋
等
の
傳

統
的
解
釋
と
、
そ
れ
ら
の
解
釋
が
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
經
緯
を
理
解
し
た
上
で
、
淸
朝
考
證

學
の
諸
注
釋
書
が
有
す
る
學
術
的
意
義
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

無
論
、
そ
れ
ら
の
膨
大
な
注
釋
書
の
總
て
を
讀
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
先
ず
は
最

低
限
、
目
を
通
さ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
を
、
漢
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
ざ
っ
と
概
觀
し
て

み
よ
う
。

中
國
で
は
、
漢
代
の
毛
亨
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
毛
傳
に
始
ま
り
、
次
い
で
鄭
玄
の
鄭
箋
、

そ
し
て
唐
代
の
孔
穎
達
の
『
毛
詩
正（

六
）義

』
が
、
後
世
、
傳
統
的
正
統
派
の
注
釋
と
し
て
長
く

尊
ば
れ
て
き
た
と
い
う
經
緯
が
あ
る
。
先
の
『
通
志
堂
經
解
』『
皇
淸
經
解
』『
續
皇
淸
經
解
』

に
收
錄
さ
れ
て
い
る
注
釋
書
は
、
そ
の
總
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
相
當
數
が
こ
の
傳
統
的
解

釋
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
は
宋
代
に
な
る
と
大
き
く
變
わ
る
。
卽
ち
毛
傳
・

鄭
箋
・
正
義
の
説
を
疑
い
、
獨
自
の
説
を
説
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も

の
が
鷗
陽
脩
『
詩
本（

七
）義

』
や
、
朱
熹
『
詩
集（

八
）傳

』
で
あ
っ
た
。
淸
代
に
な
る
と
訓
詁
を
主
と

『
詩
經
』
を
讀
む
爲
に
（
一
）

―
周
南
・
關
雎
篇
「
窈
窕
」
の
意
味
に
つ
い
て
―

福

本

郁

子
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『
詩
經
』
を
讀
む
爲
に
（
一
）
―
周
南
・
關
雎
篇
「
窈
窕
」
の
意
味
に
つ
い
て
―
（
福
本

郁
子
）

し
、「
實
事
求
是
」
を
目
標
と
し
て
揭
げ
、『
詩
經
』
の
文
字
・
言
語
の
原
義
を
探
究
す
る
こ

と
に
主
眼
が
注
が
れ
た
。
陳
奐『
詩
毛
氏
傳（

九
）疏

』、
馬
瑞
辰『
毛
詩
傳
箋
通（

一
〇
）釋

』、
王
先
謙『
詩

三
家
義
集（

一
一
）疏

』
等
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
他
に
王
念
孫
・
王
引
之
父（

一
二
）子

や
陳

啓（
一
三
）源

・
戴（

一
四
）震

等
に
よ
る
文
字
・
言
語
に
關
す
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
近
現
代
に
至
っ
て
は

林
義
光
『
詩
經
通（

一
五
）解

』・
聞
一
多
『
詩
經
通（

一
六
）義

』
等
・
屈
萬
里
『
詩
經
詮（

一
七
）釋

』・
袁
梅
『
詩
經

譯（
一
八
）注

』・
程
俊
英
等
『
詩
經
注（

一
九
）析

』
等
、
枚
擧
に
暇
が
無
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
よ
っ
て
獨
自
の
説
を
展
開
さ
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
注
釋
書
に
多
く
通
底
す
る

も
の
は
、
や
は
り
毛
傳
・
鄭
箋
・
正
義
、
及
び
集
傳
の
解
釋
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
傾
向

は
、
我
が
國
に
於
け
る
數
多
く
の
注
釋
書
に
も
等
し
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
、
戰
後
の
『
詩
經
』
解
釋
に
於
い
て
極
め
て
重
大
な
影
響
を
與
え
た
、
フ

ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
ー
『
中
國
古
代
の
祭
禮
と
歌（

二
〇
）謠

』
に
つ
い
て
觸
れ
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
著
書
は
、『
詩
經
』
の
詩
と
ア
ジ
ア
西
南
諸
族
で
行
わ
れ
て
い
た
歌
垣

と
を
比
較
し
、
社
會
學
の
立
場
か
ら
詩
を
解
釋
し
た
も
の
で
あ
る
。
卽
ち
『
詩
經
』
の
詩
を

「
古
代
歌
謠
」
と
規
定
し
、
祭
禮
・
舞
踏
・
合
唱
・
競
爭
・
饗
宴
の
場
や
そ
こ
で
の
行
爲
等

を
個
々
の
詩
に
あ
て
は
め
て
解
釋
す
る
も
の
で
あ
る
。例
え
ば
周
南
・
關
雎
篇
に
つ
い
て
は
、

 

河
岸
の
邂
逅
、
―
―
草
摘
み
競
爭
、
―
―
憂
懼
、
―
―
別
居
と
娘
の
隱
棲
、
―
―
不

眠
、
―
―
和
合
音
樂
と
の
主
題
。
―
―
詩
句
の
復
唱
と
、
こ
の
詩
篇
に
ほ
と
ん
ど
無
言

劇
の
ご
と
き
觀
を
與
え
る
連
絡
と
に
注
意
せ（

二
一
）よ

。

と
、
先
ず
解
釋
の
基
本
と
な
る
主
題
を
規
定
し
、
こ
れ
に
從
っ
て
詩
を
解
釋
す
る
の
で
あ
る
。

我
が
國
に
於
い
て
は
目
加
田（

二
二
）誠

・
境
武（

二
三
）男

・
松
本
雅（

二
四
）明

等
が
グ
ラ
ネ
ー
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
る
。
こ
と
に
松
本
は
「
私
は
グ
ラ
ネ
ー
氏
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
き
は
め
て
大
で
あ（

二
五
）る

」
と

し
て
、
そ
の
研
究
を
批
判
的
に
繼
承
し
て
い
る
。
一
方
、
筆（

二
六
）者

を
含
め
、
赤
塚（

二
七
）忠

・
白

川（
二
八
）靜

・
家
井（

二
九
）眞

等
は
そ
れ
ぞ
れ
淸
朝
考
證
學
の
知
識
を
基
と
し
な
が
ら
、
宗
敎
學
・
民
族

學
・
民
俗
學
・
社
會
學
等
を
補
助
學
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い『
詩
經
』の
解
釋
を
行
っ

て
い
る
。

中
國
で
は
聞
一
多
が
主
と
し
て
金
文
・
民
族
學
・
民
俗
學
を
補
助
學
と
し
て
、『
詩
經
』

に
畫
期
的
な
解
釋
を
施
し
て
い
る
。
殘
念
な
が
ら
こ
れ
以
後
、
中
國
で
は
聞
一
多
に
竝
ぶ
者

は
出
て
い
な
い
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、『
詩
經
』の
詩
を
解
釋
す
る
た
め
に
は
、淸
朝
考
證
學
に
よ
る
文
字
・

言
語
の
緻
密
な
考
證
を
基
に
し
て
、
甲
骨
文
・
金
文
の
專
門
的
な
知
識
と
、
宗
敎
學
・
民
族

學
・
民
俗
學
・
社
會
學
等
を
補
助
學
と
す
る
研
究
態
度
が
必
須
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
等
を

基
に
『
詩
經
』
を
謠
っ
た
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
の
日
常
、
或
い
は
非
日
常
に
於
け
る
常
識

を
知
り
、
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
『
詩
經
』
に
收
錄
さ
れ
た
一
篇
の
詩
の
解
釋
が

可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
篇
一
篇
の
詩
の
解
釋
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、『
詩
經
』

と
い
う
一
冊
の
書
全
體
を
分
析
し
、
新
し
い
解
釋
を
體
系
的
に
構
築
す
る
こ
と
が
、『
詩
經
』

の
原
義
を
研
究
す
る
者
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
思
う
。
傳
統
に
と
ら
わ
れ
ず
、『
詩
經
』

を
新
た
に
學
ぶ
者
は
、
先
ず
そ
の
當
時
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
社
會
を
想
定
、
ま
た
は
規
定
し
、

新
た
に『
詩
經
』の
持
つ
世
界
觀
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
っ
て
、
現
在
の『
詩

經
』
解
釋
と
は
、
言
わ
ば
大
き
な
假
説
な
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
章
か
ら
は
『
詩
經
』
に
於
け
る
難
解
の
語
の
意
味
を
確
定
す
る
こ

と
で
、
そ
の
理
解
に
便
な
ら
し
め
よ
う
と
思
う
。

（
二
）

本
論
に
於
い
て
着
目
す
る
の
は
、
周
南
・
關
雎
篇
の
「
窈
窕
」
の
語
で
あ
る
。
以
下
に
そ

の
全
文
を
擧
げ
る
。

周
南
・
關
雎
篇

第
一
章

關
關
雎
鳩○

、
在
河
之
洲○

。
窈
窕
淑
女
、
君
子
好

○逑
。

第
二
章

參
差
荇
菜
、
左
右
流

○之
。
窈
窕
淑
女
、
寤
寐
求○

之
。

第
三
章

求
之
不
得●

、
寤
寐
思
服●

。
悠
哉
悠
哉
、
輾
轉
反
側●

。

第
四
章

參
差
荇
菜
、
左
右
采◎

之
。
窈
窕
淑
女
、
琴
瑟
友◎

之
。

第
五
章

參
差
荇
菜
、
左
右
芼△

之
。
窈
窕
淑
女
、
鍾
鼓
樂▲

之
。

 （
押
韻

第
一
章

○
＝
幽
部
韻
。

第
二
章

○
＝
幽
部
韻
。

第
三
章

●
＝

職
部
韻
。

第
四
章

◎
＝
之
部
韻
。

第
五
章

△
＝
宵
部
韻
、
▲
＝
藥
部
韻
…

宵
樂
通
韻
）

「
窈
窕
」は
、
第
一
章
に「
窈
窕
淑
女
、
君
子
好
逑
」、
第
二
章
に「
窈
窕
淑
女
、
寤
寐
求
之
」、

第
四
章
に
「
窈
窕
淑
女
、
琴
瑟
友
之
」、
第
五
章
に
「
窈
窕
淑
女
、
鍾
鼓
樂
之
」
と
見
え
る
。

詩
句
の
構
造
上
、
こ
の
「
窈
窕
」
の
語
が
下
の
「
淑
女
」
を
形
容
す
る
語
で
あ
る
こ
と
は
、
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語
順
か
ら
見
て
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
こ
の
「
窈
窕
」
の
語
を
毛
傳
・
鄭
箋
・
集
傳
は
ど
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
か
。「
窈
窕
」
の
語
が
修
飾
す
る
對
象
の
「
淑
女
」
の
解
釋
と
併
せ
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と

す
る
。

毛
傳
は
、

 

窈
窕
、
幽
閒
也
。
淑
、
善
。
…
…
言
后
妃
有
關
雎
之
德
、
是
幽
閒
貞
專
之
善
女
、
宜
爲

君
子
之
好
匹
。

と
、「
幽
閒
」
の
意
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
「
幽
閒
」
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
か
に
つ

い
て
は
直
接
的
な
説
明
が
な
い
が
、
後
文
に
「
幽
閒
貞
專
之
善
女
」
と
、「
貞
專
（
＝
節
操

が
あ
り
一
途
で
あ
る
こ
と
）」
の
語
を
添
え
て
解
釋
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
に
、
善
女
（
＝

淑
女
）
の
德
を
形
容
す
る
語
と
と
ら
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
卽
ち
日
本
語
で
は
「
奧
ゆ
か

し
く
物
靜
か
」
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

鄭
箋
は
毛
傳
説
に
異
を
唱
え
る
こ
と
を
せ
ず
、

 

言
后
妃
之
德
和
諧
、
則
幽
閒
處
深
宮
貞
專
之
善（

三
〇
）女

、
能
爲
君
子
和
好
衆
妾
之
怨
者
。
言

皆
化
后
妃
之
德
、
不
嫉
妬
。
謂
三
夫
人
以
下
。

と
解
す
る
。「
幽
閒
處
深
宮
〔
幽
閒
と
し
て
深
宮
に
處を

り
〕」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
幽

閒
」
を
奧
深
い
宮
室
に
い
る
貞
專
の
善
女
の
樣
子
を
形
容
す
る
語
と
と
ら
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
日
本
語
で
は
、
先
の
毛
傳
に
同
じ
く
「
奧
ゆ
か
し
く
物
靜
か
」
ほ
ど
の
意
味
と
な
ろ

う
。因

み
に
『
毛
詩
正
義
』
は
こ
の
鄭
箋
説
を
誤
っ
て
解
釋
し
て
い
る
。

 

正
義
曰
、
窈
窕
者
、
謂
淑
女
所
居
之
宮
形
狀
窈
窕
然
。
故
箋
言
幽
閒
深
宮
是
也
。
傳
知

然
者
、
以
其
淑
女
已
爲
善
稱
、
則
窈
窕
宜
爲
居
處
。
故
云
幽
閒
、
言
其
幽
深
而
閒
靜
也
。

孔
穎
達
は
、「
窈
窕
」
と
は
、
淑
女
が
い
る
宮
室
の
狀
態
が
「
窈
窕
然
」
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
室
内
が
う
す
暗
く
靜
か
な
樣
を
形
容
す
る
語
で
あ
る
と
解
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
更
に
鄭
箋
の
解
釋
が
こ
れ
に
當
た
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

説
に
對
し
て
、
馬
瑞
辰
は
、

説
文
、
窈
、
深
遠
也
。
釋
言
又
曰
、
窕
、
肆
也
。
據
説
文
、
窕
、
深
肆
極
也
。
極
深
爲

肆
、
是
窈
・
窕
皆
有
深
義
。
…
…
或
以
狀
宮
室
之
深
邃
、
班
固
西
都
賦
、
又
杳

而
不

見
陽
、
是
也
。
至
此
詩
窈
窕
、
則
不
取
深（

三
一
）義

。

と
、『
説
文
』
と
『
釋
文
』
を
補
強
資
料
と
し
て
、「
窈
窕
」
に
は
深
い
と
い
う
意
味
も
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
は
い
る
も
の
の
、
關
雎
篇
の
「
窈
窕
」
は
こ
の
意
味
で
解
す
べ
き
で
は
な

い
と
説
く
。
更
に
、

箋
云
、
幽
閒
處
深
宮
貞
專
之
善
女
、
亦
謂
幽
閒
貞
專
之
善
女
處
於
深
宮
耳
、
未
遂
訓
窈

窕
爲
深
宮
也
。
孔
疏
謂
窈
窕
爲
淑
女
所
居
之
宮
形
狀
窈
窕
然
、
殊
誤
。

と
、
鄭
箋
が
言
う
「
幽
閒
處
深
宮
貞
專
之
善
女
〔
幽
閒
と
し
て
深
宮
に
處
る
貞
專
の
善
女
〕」

と
は
、「
幽
閒
貞
專
之
善
女
處
於
深
宮
〔
幽
閒
貞
專
の
善
女
、
深
宮
に
處
り
〕」
と
い
う
意
味

に
過
ぎ
ず
、
鄭
玄
は
「
窈
窕
」
を
「
深
宮
」
と
見
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た

孔
穎
達
が
「
窈
窕
爲
淑
女
所
居
之
宮
形
狀
窈
窕
然
（
＝
窈
窕
は
、
淑
女
が
い
る
宮
室
の
狀
態

が
窈
窕
然
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
）」
と
解
す
る
は
、
甚
だ
し
い
誤
解
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
馬
瑞
辰
の
指
摘
は
至
極
妥
當
で
あ
り
、
孔
穎
達
は
鄭
箋
の「
幽
閒
處
深
宮〔
幽

閒
と
し
て
深
宮
に
處
り
〕」
を
「
幽
閒
深
宮
〔
幽
閒
た
る
深
宮
〕」
と
誤
解
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

集
傳
も
鄭
箋
同
樣
、
毛
傳
説
を
踏
襲
し
、

窈
窕
、
幽
閒
之
意
。
淑
、
善
也
。
…
…
周
之
文
王
生
有
聖
德
。
又
得
聖
女
姒
氏
、
以
爲

之
配
。
宮
中
之
人
、
於
其
始
至
、
見
其
有
幽
閒
貞
靜
之
德
。
故
作
是（

三
二
）詩

。

と
解
す
る
。
こ
れ
は
毛
序
の「
關
雎
、
后
妃
之
德
也
。
…
…
是
以
關
雎
樂
得
淑
女
以
配
君
子
、

憂
在
進
賢
、
不
淫
其
色
。
哀
窈
窕
、
思
賢
才
、
而
無
傷
善
之
心
焉
、
是
關
雎
之
義
也
」
に
基

づ
き
、
毛
傳
の
「
幽
閒
」
を
、
文
王
の
后
妃
姒
氏
（
＝
太
姒
）
の
德
を
形
容
す
る
語
と
解
し
、

「
幽
閒
貞
靜
（
＝
奧
ゆ
か
し
く
物
靜
か
）」
の
意
で
あ
る
と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
毛
序
や
毛

傳
説
に
異
を
唱
え
ず
、無
批
判
に
こ
れ
を
正
し
い
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
た
め
、「
窈
窕
」

と
い
う
字
義
の
證
明
で
は
な
く
、
太
姒
た
る
「
淑
女
」
の
語
に
寄
せ
た
説
明
に
終
始
し
て
い

る
。如

上
の
解
釋
を
ま
と
め
る
と
、
毛
傳
は
「
窈
窕
淑
女
」
を
「
奧
ゆ
か
し
く
物
靜
か
な
淑
女
」

と
解
し
、
鄭
箋
・
集
傳
は
こ
れ
を
無
批
判
に
踏
襲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
三
）

そ
れ
で
は
淸
朝
考
證
學
者
や
近
現
代
の
研
究
者
は
、「
窈
窕
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釋
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
か
。
代
表
的
な
解
釋
を
い
く
つ
か
擧
げ
て
見
て
み
よ
う
。

一
つ
目
の
解
釋
と
し
て
、
毛
傳
説
を
と
る
も
の
を
擧
げ
る
。
先
ず
は
馬
瑞
辰
説
を
引
く
。
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『
詩
經
』
を
讀
む
爲
に
（
一
）
―
周
南
・
關
雎
篇
「
窈
窕
」
の
意
味
に
つ
い
て
―
（
福
本

郁
子
）

窈
窕
淑
女
、
傳
、
窈
窕
、
幽
閒
也
。
瑞
辰
按
、
廣
雅
、
窈
窕
、
好
也
。
窈
窕
二
字
疊
韻
。

方
言
、
窕
、
美
也
。
陳
楚
周
南
之
閒
曰
窕
。
秦
晉
之
閒
、
凡
美
色
或
謂
之
好
、
或
謂
之

窕
。
又
曰
、
秦
晉
之
閒
、
美
心
爲
窈
、
美
狀
爲
窕
。
蓋
對
言
則
異
、
散
言
則
通
爾
。
説

文
、
窈
、
深
遠
也
。
幽
・
深
義
近
、
幽
與
窈
亦
雙
聲
也
。
窕
與
姚
通
、
姚
冶
一
作
窕
冶
。

説
文
、
姚
、
美
好
也
。
方
言
、
窕
、
好
也
。
窕
又
訓
閒
。
爾
雅
、
窕
、
閒
也
。
方
言
、

窕
、
言
閒
都
也
。
閒
都
亦
好
也
。
又
窕
與
嬥
聲
近
。
廣
雅
釋
詁
、
嬥
、
好
也
。
釋
訓
又

曰
、
嬥
嬥
、
好
也
。
合
言
之
則
曰
窈
窕
。
傳
云
幽
閒
者
、
蓋
謂
其
儀
容
之
好
、
幽
閒
窈

窕
然
。
文
選
李
善
注
引
薜
君
韓
詩
章
句
云
、
窈
窕
、
貞
專
貌
。
楚
辭
王
逸
注
云
、
窈
窕
、

好
貌
。
廣
雅
釋
詁
、
窈
窕
、
好
也
。
義
皆
與
毛
傳（

三
三
）同

。

馬
瑞
辰
は
「
窈
窕
」
の
二
字
は
疊
韻
の
語
で
あ
る
の
で
、
單
言
す
れ
ば
「
窈
」
で
あ
り
「
窕
」

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
卽
ち
「
窈
」
と
「
窕
」
は
同
義
で
、
ま
た
「
窈
窕
」
と
も
同
義
で
あ

る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
『
廣
雅
』
釋
詁
に
「
窈
窕
、
好
也
（
＝
窈
窕
は
、
好よ

い

意
で
あ
る
）」
と
あ
る
を
引
き
、
ま
た
、『
方
言
』
に
「
窕
、
美
也
（
＝
窕
は
、
美
し
い
意
で

あ
る
）」
と
あ
る
を
引
い
て
、「
窈
窕
」
は
「
好よ

い
」「
美
好
」
の
意
で
あ
る
と
解
す
る
。
簡

潔
に
言
え
ば
、
馬
瑞
辰
は
「
窈
窕
」
が
疊
韻
の
語
で
あ
り
、「
窈
」
ま
た
は
「
窕
」
を
連
言

し
た
語
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
が
「
美
好
」
の
意
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
毛
傳
の
「
幽
閒
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
①
「
窈
」
は
深
遠
の
意
、「
幽
」

は
深
の
意
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二
字
は
意
味
が
近
く
、
ま
た
雙
聲
で
あ
る
。
②「
窕
」は「
姚
」

「
嬥
」
に
通
じ
、
と
も
に
好
・
美
好
の
意
で
あ
る
。「
窕
」
は
ま
た
「
閒
」
に
も
通
じ
、「
閒
」

に
も
ま
た
好
の
意
が
あ
る
。
こ
の
①
及
び
②
に
よ
っ
て
、「
幽
閒
」
が
「
窈
窕
」
と
同
義
で

あ
る
こ
と
を
婉
曲
に
示
し
、
更
に
後
文
に
於
い
て
は
、
毛
傳
の
「
幽
閒
」
は
「
儀
容
之
好
（
＝

容
姿
や
態
度
が
好よ

い
こ
と
）」
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、『
文
選
』
李
善
注
引
薜
君
韓
詩
章
句
の

「
貞
專
貌
（
＝
節
操
が
あ
り
一
途
で
あ
る
樣
）」
を
引
く
。「
窈
窕
」
が
疊
韻
の
語
で
、「
好
い
」

「
美
好
」
の
意
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
の
根
據
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
窈
窕
」

が
「
幽
閒
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
論
證
が
弱
い
。
つ
ま
り
馬
瑞
辰
も
、
毛
傳
説
の
是

非
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
、
無
批
判
に
こ
れ
を
正
し
い
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。同

樣
に
、
陳
奐
も
毛
傳
説
に
對
し
て
異
を
唱
え
る
こ
と
を
し
な
い
。

傳
詁
窈
窕
爲
幽
閒
。
爾
雅
、
冥
、
窈
也
。
幽
、
深
也
。
窕
、
肆
也
。
窕
、
閒
也
。
窈
、

言
婦
德
幽
靜
也
。
窕
、
言
婦
容
閒
雅
也
。
…
…
揚
雄
方
言
云
、
美
心
爲
窈
、
美
狀
爲
窕
。

釋
文
引
王
肅
述
毛
云
、
善
心
曰
窈
、
善
容
曰
窕
。
張
揖
廣
雅
、
窈
窕
、
好
也
。
又
窈
窕
、

深
也
。
蕭
統
文
選
顏
延
年
秋
胡
詩
、
李
善
注
引
韓
詩
章
句
、
窈
窕
、
貞
專
貌
。
析
言
渾

言
、
義
竝
相
通
。
淑
、
善
、
釋
詁
文
。
君
子
偕
老
、
韓
奕
同
。
説
文
、
俶
、
善
也
。
聘

禮
、
俶
獻
。
古
文
俶
作
淑
。
古
淑
俶
聲（

三
四
）通

。

陳
奐
は
「
窈
窕
」
を
「
析
言
」、
卽
ち
一
字
ず
つ
で
使
用
す
る
場
合
と
、「
渾
言
」、
卽
ち
二

字
ま
と
め
て
熟
語
と
し
て
使
用
す
る
場
合
と
に
分
け
て
説
明
す
る
。
先
ず
、「
析
言
」
の
場

合
の
「
窈
」
と
「
窕
」
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
で
あ
る
が
、『
爾
雅
』
に
「
冥
、
窈
也
（
＝
冥
は

窈
の
意
味
で
あ
る
）」、「
幽
、
深
也
（
＝
幽
は
深
の
意
味
で
あ
る
）」、「
窕
、
肆
也
（
＝
窕
は

肆
の
意
味
で
あ
る
）」、「
窕
、
閒
也
（
＝
窕
は
閒
の
意
味
で
あ
る
）」
と
あ
る
こ
と
を
根
據
に
、

「
窈
」「
幽
」
は
同
義
で
、「
窕
」「
閒
」
も
同
義
で
あ
る
と
解
す
る
。
更
に
「
窈
」
は
「
婦
德

幽
靜
（
＝
婦
人
の
德
が
奧
ゆ
か
し
く
物
靜
か
）」
の
意
で
あ
る
と
し
て
、『
方
言
』
の
「
美
心

爲
窈
（
＝
内
面
的
な
美
し
さ
を
窈
と
な
す
）」
と
、『
釋
文
』
所
引
王
肅
注
の
「
善
心
曰
窈
（
＝

善
い
心
を
窈
と
言
う
）」
を
そ
の
證
左
と
す
る
。
ま
た
「
窕
」
に
つ
い
て
は
、「
婦
容
閒
雅
（
＝

婦
人
の
容
姿
が
ゆ
っ
た
り
と
上
品
で
あ
る
）」
の
意
で
あ
る
と
し
、『
方
言
』
の
「
美
狀
爲
窕

（
＝
外
見
的
な
美
し
さ
を
窕
と
な
す
）」、『
釋
文
』
所
引
王
肅
注
の
「
善
容
曰
窕
（
＝
み
め
よ

き
姿
を
窕
と
言
う
）」
を
證
左
と
し
て
擧
げ
る
。「
渾
言
」
の
場
合
の
「
窈
窕
」
の
意
味
に
つ

い
て
は
、『
廣
雅
』
及
び
『
文
選
』
所
收
顏
延
年
「
秋
胡
詩
」
李
善
注
所
引
『
韓
詩
章
句
』

を
根
據
と
し
て
、
好
（
＝
み
め
よ
き
樣
）
と
貞
專
（
＝
節
操
が
あ
り
一
途
で
あ
る
樣
）
の
兩

義
が
あ
る
と
す
る
。
從
っ
て
「
窈
」「
窕
」
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
意
味
は
、
熟
語
の
「
窈
窕
」

の
場
合
で
も
同
じ
で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

毛
傳
説
に
從
う
傾
向
は
近
現
代
に
入
っ
て
も
さ
ほ
ど
變
わ
ら
な
い
。
陳
子
展
は
、

窈
窕
、
幽
閒
也
。
淑
、（

三
五
）善

。

と
、
毛
傳
説
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、「
幽
閒
」
が
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
言

及
し
な
い
。
屈
萬
里
は
、

窈
窕
、
音
杳
挑
。
容
貌
美
好
也
。
義
見
廣
雅
及
方
言
。
窈
窕
、
毛
傳
解
作
幽
閒
、
朱
傳

從
之
。
淑
、
善
也
。
此
指
品
德（

三
六
）言

。

と
、
容
貌
が
美
麗
な
意
味
で
あ
る
と
解
し
、
そ
の
根
據
と
し
て
『
廣
雅
』
と
『
方
言
』
の
書

名
を
擧
げ
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
馬
瑞
辰
や
陳
奐
等
先
人
が
論
證
に
使
用
し
た
文
獻
の

一
部
を
借
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
高
亨
も
こ
れ
と
殆
ど
同
じ
解
釋
で
、

窈
窕
、
容
貌
美
好
貌
。
淑
、
品
德
善（

三
七
）良

。
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盛
岡
大
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十
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と
述
べ
る
。
程
俊
英
も
同
樣
に
、

窈
窕
、
美
好
貌
、
疊
韻
詞
。
…
…
毛
傳
、
淑
、（

三
八
）善

。

と
、
美
麗
な
樣
を
形
容
す
る
語
で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
屈
萬
里
・
高
亨
・
程
俊
英
が
、

皆
馬
瑞
辰
や
陳
奐
の
名
こ
そ
明
記
し
て
い
な
い
が
、
す
べ
て
彼
等
の
説
に
據
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
如
上
の
說
で
は
、
毛
傳
説
の
「
幽
閒
」
が
、
何
故
「
美
好
」

の
意
味
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
の
根
據
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
理
解
し
難
い
。

以
上
が
毛
傳
説
を
踏
襲
し
て
、「
窈
窕
」
を
「
幽
閒
」
と
み
な
し
、
み
め
よ
い
樣
・
美
し

い
樣
と
解
釋
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
つ
目
の
解
釋
と
し
て
は
、
先
の
馬
瑞
辰
が
指
摘
す
る
如
く
、「
窈
窕
」
に
二
義
が
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
複
數
の
説
を
併
記
し
て
結
論
を
出
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
林
義
光
は
、

窈
窕
、
廣
雅
云
、
好
也
。
又
云
、
深（

三
九
）也

。

と
言
い
、「
好
」
の
意
、「
深
」
の
意
の
二
説
を
併
記
し
、
結
論
を
出
さ
な
い
。
袁
梅
は
、

窈
窕
、
嫻
雅
美
好
的
樣
子
。
詩
集
傳
、
窈
窕
、
幽
閑
也
。
後
世
形
容
美
女
美
男
、
皆
曰

窈
窕
。
古
樂
府
孔
雀
東
南
飛
、
雲
有
第
三
郎
、
窈
窕
世
無
雙
。
又
可
形
容
山
水
宮
室
幽

邃
深
遠
。
杜
甫
詩
、
煙
生
窈
窕
谿
。
曹
攄
詩
、
窈
窕
山
道
探
。
喬
知
之
詩
、
窈
窕
九
重

閨
。
杜
牧
詩
、
柳
村
穿
窈
窕
。
淑
女
、
文
靜
美
兩
的
姑
娘
。
淑
、
善
。
美（

四
〇
）好

。

と
、
先
ず
集
傳
説
「
窈
窕
、
幽
閑
（
＝
閒
）
也
」
を
論
據
と
し
て
、「
窈
窕
」
を
「
嫻
雅
（
＝

優
雅
）」
で
「
美
好
（
＝
み
め
よ
い
）」
樣
を
形
容
す
る
語
で
あ
る
と
す
る
が
、「
窈
窕
」
が
「
幽

閑
（
＝
閒
）」
で
あ
る
こ
と
の
證
明
は
な
い
。
更
に
鄭
箋
説
を
論
據
と
し
て
、「
又
可
形
容
山

水
宮
室
幽
邃
深
遠
（
＝
ま
た
山
水
や
宮
室
が
奧
深
い
樣
を
形
容
す
る
）」
と
言
い
、
用
例
と

し
て
杜
甫
・
曹
攄
・
喬
知
之
・
杜
牧
の
詩
を
引
用
す
る
。
毛
傳
説
に
比
重
を
置
い
て
い
る
よ

う
に
も
讀
め
る
が
、
い
ず
れ
の
説
が
正
し
い
の
か
を
明
言
し
て
い
な
い
。

三
つ
目
の
解
釋
は
、
如
上
の
傳
統
的
解
釋
に
は
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
ず
、
獨
自
の
解
釋
を
試

み
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
吳
夌
雲
は
、

關
雎
、
窈
窕
淑
女
、
傳
箋
竝
以
幽
閒
貞
專
訓
窈
窕
。
正
義
云
、
窈
窕
者
、
淑
女
所
居
之

宮
形
狀
窈
窕
然
。
蓋
以
字
皆
从
穴
、
望
文
生
義
耳
。
夌
雲
謂
窈
窕
當
與
嬈
嬥
通
。
窈
窕

婦
容
也
。
淑
、
婦
德
也
。
説
文
、
嬈
一
曰
嬥
也
。
嬥
、
直
好（

四
一
）皃

。

と
論
じ
、『
毛
詩
正
義
』
が
「
窈
窕
」
を
「
淑
女
所
居
之
宮
形
狀
窈
窕
然
」
と
解
し
て
い
る

の
は
、「
蓋
以
字
皆
从
穴
、
望
文
生
義
耳
（
＝
窈
窕
の
二
字
が
皆
穴
を
部
首
と
し
て
い
る
こ

と
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
望
文
生（

四
二
）義

で
あ
る
）」
と
、
批
判
を
加
え

て
い
る
。
更
に
自
身
の
解
釋
と
し
て
は
、「
淑
女
」
の
「
淑
」
が
婦
人
の
德
を
言
う
語
で
あ

る
に
對
し
、「
窈
窕
」
は
婦
人
の
容
姿
を
言
う
語
で
、「
嬈
嬥
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し

て
『
説
文
』
を
根
據
と
し
て
、「
嬈
」
は
「
嬥
」
と
同
義
で
、「
直
好
皃
」
で
あ
る
と
解
す
る
。

「
直
好
」
と
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
か
を
考
え
る
に
、
改
め
て
『
説
文
』
を
見
る
と
、
嬈

字
條
に
は
「
嬈
、
苛
也
。
一
曰
、
擾
、
戲
弄
也
。
一
曰
、
嬥
也
。
从
女
堯
聲
」
と
あ
り
、
嬥

字
條
に
は
「
嬥
、
直
好
皃
。
一
曰
嬈
也
。
从
女
翟
聲
」
と
あ
る
。
そ
の
段
注
に
「
直
好
、
直

而
好
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
直
好
」
の
「
直
」
は
「
た
だ
」「
た
だ
ー
チ
ニ
」
等
と
讀
む

副
詞
で
は
な
く
、
下
の
「
好
」
と
竝
列
の
關
係
に
あ
り
、
こ
れ
と
同
じ
く
形
容
詞
と
し
て
讀

む
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
直
」
は
、
例
え
ば
兪
樾
が
『
禮
記
』
少
儀
篇
「
性
之
直
者
則
有
之
矣
」

の
「
直
」
を
「
直
訓
長
、
凡
物
曲
則
必
短
、
直
則
必
長
。
故
直
有
長（

四
三
）義

」
と
解
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
長
」
の
意
に
解
し
得
る
。
ま
た
朱
駿
聲
も
「
直
好
皃
。
从
女
翟
聲
。
聲
韻
、
細

腰（
四
四
）皃

」
と
解
し
て
い
る
。
從
っ
て
、『
説
文
』
の
「
直
好
」
と
は
、「
す
ら
り
と
背
が
高
く
み

め
麗
し
い
樣
」
に
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
吳
夌
雲
は
「
窈
窕
」
を
「
す
ら
り
と
背
が

高
く
み
め
麗
し
い
樣
」
に
解
釋
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

丁
惟
汾
は
、

傳
云
、
窈
窕
、
幽
閒
也
。
淑
。
善
。
按
幽
雅
雙
聲
。
幽
閒
爲
雅
閒
。
雅
古
音
讀
玉
。
古

作
都
。
方
言
二
、
美
狀
爲
窕
。
郭
注
、
言
閑
都
也
。
閑
閒
古
通
用
。
閑
都
爲
雅
閒
之
倒

言
。
窈
幽
疊
韻
。
窕
閒
雙
聲
。
閒
讀
電
聲
、
古
無
舌
上
音
也
。
惟
汾
按
、
窈
窕
、
爲
雙

聲
連
緜
字
。
爲
籊
籊
之
音
轉
。
籊
窕
古
同
聲
。
衞
風
竹
竿
篇
、
籊
籊
竹
竿
。
傳
云
、
籊

籊
、
長
而
殺
也
。
窈
窕
本
義
爲
體
長
而
高
。
體
長
而
高
、
又
擧
止
幽
閒
。
故
傳
訓
爲

幽（
四
五
）閒

。

と
論
じ
、
毛
傳
が
「
窈
窕
」
を
「
幽
閒
」
と
解
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
如
く
説

明
す
る
。

「
幽
」「
閒
」
は
雙
聲
で
あ
る
の
で
、「
幽
閒
」
は
「
雅
閒
」
で
あ
る
。「
雅
」
は
古
く
は
「
都
」

と
も
通
じ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
『
方
言
』
に
「
美
狀
爲
窕
（
＝
美
し
い
樣
を
窕
と
な
す
）」、

郭
璞
注
に
「
言
閑
都
也
（
＝（
窕
は
）
閑
都
を
言
う
）」
と
あ
る
こ
と
、「
閑
」「
閒
」
は
古
く

は
假
借
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
閑
都
」
は
「
雅
閒
」
の
倒
語
で
あ
り
、「
閑
都
（
都
閑
）」

は
「
雅
閒
」
で
あ
る
の
で
、
毛
傳
の
言
う
「
幽
閒
」
は
、「
雅
閒
」＝「
閑
都
（
都
閑
）」＝「
窕
」



― 95（6） ―   

『
詩
經
』
を
讀
む
爲
に
（
一
）
―
周
南
・
關
雎
篇
「
窈
窕
」
の
意
味
に
つ
い
て
―
（
福
本

郁
子
）

＝「
美
狀
（
＝
美
し
い
樣
）」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
更
に
自
身
の
解
釋
と
し
て
は
、「
窈
窕
」

は
雙
聲
連
言
の
語
で
、「
籊
籊
」
の
假
借
字
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。「
籊
籊
」
は
衞
風
・

竹
竿
篇
に
「
籊
籊
竹
竿
」
と
見
え
て
お
り
、
丁
惟
汾
は
こ
れ
を
毛
傳
が
「
長
而
殺
也
」
と
解

し
て
い
る
部
分
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
殺
」
と
は
如
何
な
る
意
に
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。
竹
竿
篇
に
於
い
て
丁
惟
汾
が
「
按
、
殺
古
音
讀
晒
。
與
纖
雙
聲
。
鄭
注
、

考
工
記
輪
人
、

纖
、
殺
小
貌
。
長
而
殺
、
爲
長
而
纖（

四
六
）細

」
と
解
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
陳

奐
も
「
殺
者
、
纖
小
之（

四
七
）稱

」
と
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
に
、「
殺
」
は
「
纖
細
（
＝
細

い
樣
）」
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
冒
頭
で
『
方
言
』
の
「
美
狀
爲
窕
」
を
引
い
て
い

る
こ
と
を
兼
ね
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
丁
惟
汾
は
「
窈
窕
」
を
「
籊
籊
」
の
假
借
字
と
し
、

「
背
が
高
く
ほ
っ
そ
り
と
し
て
美
し
い
樣
」
を
形
容
す
る
語
と
解
釋
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
但
し
末
文
で
、「
體
長
而
高
、
又
擧
止
幽
閒
。
故
傳
訓
爲
幽
閒
（
＝
背
丈
が
高
け
れ
ば
、

立
ち
居
振
る
舞
い
が
幽
閒
（
＝
美
し
い
樣
）
と
な
る
。
だ
か
ら
毛
傳
は
「
窈
窕
」
を
「
幽
閒
」

と
解
釋
し
て
い
る
の
で
あ
る
）」
と
言
う
の
は
曲
解
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

吳
夌
雲
と
丁
惟
汾
は
、
そ
れ
ぞ
れ
論
證
の
方
法
は
異
な
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
結
論
が
導
き
出

さ
れ
て
い
る
點
に
つ
い
て
は
興
味
深
い
。

以
上
、
中
國
に
於
け
る
「
窈
窕
」
の
解
釋
を
幾
つ
か
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
旣
に
示

し
て
き
た
如
く
、
こ
れ
ら
は
以
下
の
三
説
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

そ
の
一
は
、
毛
傳
・
鄭
箋
・
集
傳
説
に
從
う
も
の
で
、
馬
瑞
辰
・
陳
子
展
・
屈
萬
里
・
高

亨
・
袁
梅
・
程
俊
英
等
が
そ
の
代
表
的
な
解
釋
で
あ
る
。
後
世
こ
れ
に
從
う
者
は
壓
倒
的
に

多
い
。

そ
の
二
は
、
複
數
の
説
を
併
記
し
て
結
論
を
出
さ
な
い
も
の
で
、
林
義
光
や
袁
梅
等
が
そ

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
三
は
、
毛
傳
説
を
解
説
し
よ
う
と
い
う
意
圖
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
獨
自
の
新

し
い
解
釋
を
述
べ
る
も
の
で
、
吳
夌
雲
や
丁
惟
汾
等
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
四
）

こ
こ
ま
で
中
國
に
於
い
て
、「
窈
窕
」
が
ど
の
よ
う
に
解
釋
さ
れ
て
來
た
か
を
概
觀
し
て

き
た
。
で
は
次
に
、
我
が
國
の
研
究
者
が
中
國
の
ど
の
よ
う
な
解
釋
に
依
據
し
て
き
た
か
に

つ
い
て
、
時
代
に
從
っ
て
見
て
み
よ
う
。

室
町
時
代
の
注
釋
書
『
毛
詩
抄
』
に
於
い
て
淸
原
宣
賢
は
、

窈
窕
―
―
窈
窕
は
常
に
は
な
り
の
う
つ
く
し
い
を
云
が
、淑
女
が
美
な
心
ぢ
や
ほ
ど
に
、

か
す
か
な
奧
深
い
處
に
居
た
と
云イ

フ

心
ぞ
。
心
の
よ
い
方
を
ば
窈
と
云
、
貌
の
う
つ
く
し

い
を
窕
と
云
と
云
義
あ
れ
ど
も
、
是
は
わ
る
い
ぞ
。
揚
雄
云
、
善
心
爲
窈
、
善
容
爲
窕

者
非
也
。
女
は
ま
だ
よ
め
入
を
せ
ぬ
前
を
女
と
云（

四
八
）ぞ

。

と
解
釋
す
る
。「
淑
女
が
美
な
心
ぢ
や
ほ
ど
に
、
か
す
か
な
奧
深
い
處
に
居
た
と
云
心
ぞ
」

と
述
べ
る
の
は
、
旣
述
の
如
く
、
鄭
箋
の
「
幽
閒
處
深
宮
貞
專
之
善
女
」
を
孔
穎
達
が
「
謂

淑
女
所
居
之
宮
形
狀
窈
窕
然
」
と
誤
っ
て
解
釋
し
た
も
の
を
採
擇
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更

に
「
心
の
よ
い
方
を
ば
窈
と
云
、
貌
の
う
つ
く
し
い
を
窕
と
云
義
あ
れ
ど
も
、
是
は
わ
る
い

ぞ
」
と
述
べ
た
後
、
先
述
の
陳
奐
も
引
用
し
て
い
た
『
方
言
』
の
「
美
心
爲
窈
、
美
狀
爲
窕
」

を
解
釋
に
當
て
る
こ
と
を
非
で
あ
る
と
す
る
。

次
い
で
江
戸
時
代
の
安
永
七（
一
七
七
八
）年
、
朱
子
學
派
の
中
村
惕
齋
が
集
傳
説
に
據
っ

て
著
し
た
『
詩
經
示
蒙
句
解
』
に
は
、

窈
窕
と
は
、
幽ユ

ウ
カ
ン閑

に
し
て
、
物
ふ
か
く
、
し
づ
か
な
る
意
。
淑
女
は
、
よ
き
む
す
め

な（
四
九
）り

。

と
見
え
る
。
こ
の
「
幽
閑
に
し
て
、
物
ふ
か
く
、
し
づ
か
な
る
意
」
と
は
、
淑
女
の
い
る
宮

室
が
奧
深
く
靜
か
な
意
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
淸
原
宣
賢
同
樣
、
中
村
惕
齋

も
鄭
箋
説
を
誤
っ
て
解
釋
し
た
『
正
義
』
説
に
依
據
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
正
時
代
に
入
り
、
國
譯
漢
文
大
成
『
國
譯
詩
經
』
を
著
し
た
淸
潭
は
、

窈
窕
は
幽
閒
の
意
。
俗
語
の
「
シ
ト
ヤ
カ
」
又ま

た

「
ス
ナ
ホ
」
な（

五
〇
）り

。

と
、
毛
傳
説
に
從
っ
て
解
釋
し
て
い
る
。

次
い
で
昭
和
に
入
る
と
、
先
述
し
た
Ｍ
・
グ
ラ
ネ
ー
の
影
響
を
強
く
受
け
た
研
究
者
の
一

人
で
あ
る
目
加
田
誠
が
、

（
窈
窕
は
）
毛
傳
に
幽
閒
。
し
と
や
か
。
方
言
に
心
の
美
し
い
の
を
窈
、
姿
の
美
し
い

を
窕
と
い
ふ
と
あ
る
も
、
窈
窕
は
實
は
疊
韻
の
字
、
二
字
を
以
て
た
を
や
か
の
意
を
現

は
す
も
の
で
あ（

五
一
）る

。

と
解
す
る
。
目
加
田
の
『
詩
經
』
解
釋
は
、
毛
傳
・
鄭
箋
等
の
傳
統
的
解
釋
を
採
擇
す
る
の

み
に
終
始
せ
ず
、
王
引
之
や
馬
瑞
辰
等
の
淸
朝
考
證
學
の
解
釋
も
取
り
入
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
右
の
引
用
か
ら
も
そ
れ
が
う
か
が
え
る
。
毛
傳
の
「
幽
閒
」
の
解
釋
に
從
い
、
こ
れ
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盛
岡
大
学
紀
要

第
三
十
九
号

を
「
た
を
や
か
の
意
」
と
解
し
て
い
る
他
に
、「
窈
窕
」
を
「
疊
韻
の
字
」
と
す
る
の
は
、

馬
瑞
辰
説
に
據
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
方
言
』
に
あ
る
「
窈
」「
窕
」
一
字
ず

つ
の
意
味
を
「
窈
窕
」
の
解
釋
に
當
て
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
妥
當
な
見

解
で
あ
る
。

松
本
雅
明
も
ま
た
、
Ｍ
・
グ
ラ
ネ
ー
の
影
響
を
強
く
受
け
た
研
究
者
で
あ
る
。
松
本
は
關

雎
篇
の
詩
意
を
「
お
そ
ら
く
宮
廷
の
婚
禮
の
奏
歌
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
ら（

五
二
）う

」
と
述

べ
る
。「
窈
窕
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が
「
荇
菜
」「
流
」「
求
」

の
語
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
を
以
下
に
引
用
す
る
。

こ
の
荇
菜
の
興
に
は
、
興
の
も
つ
二
つ
の
基
本
的
な
性
格
が
み
ら
れ
る
。
氣
分
と
リ
ズ

ム
か
ら
主
題
に
移
る
場
合
と
、さ
ら
に
そ
れ
に
微
妙
な
聯
想
が
加
は
る
場
合
と
で
あ
る
。

後
の
場
合
に
は
必
ず
「
流
」「
求
」
の
や
う
な
類
字
、
ま
た
は
類
句
が
あ
る
こ
と
が
注

意
さ
れ
る
。
さ
う
い
ふ
こ
と
を
考
へ
な
い
で
、
ほ
し
い
ま
ま
に
道
德
的
解
釋
を
加
へ
る

の
は
、
明
ら
か
に
原
意
を
誣
ひ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、「
后
妃
有
關
雎
之
德
、

乃
能
共
荇
菜
、
備
庶
物
、
以
事
宗
廟
」
と
い
ふ
毛
傳
、「
左
右
助
也
。
言
、
后
妃
將
共

荇
菜
之
葅
、
必
有
助
而
求
之
者
。
言
三
夫
人
九
嬪
以
下
、
皆
樂
后
妃
之
事
」
と
解
す
る

鄭
箋
が
誤
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
も
つ
と
も
穩
當
と
思
は
れ
る
人
々
の
解
に
、
荇
菜

の
花
を
左
右
に
探
し
求
め
る
ご
と
く
、
世
の
中
に
は
女
は
た
く
さ
ん
ゐ
る
が
、
撰
ん
で

内
助
せ
ん
と
す
る
德
貌
兼
備
の
人
は
仲
々
少
い
と
あ
る
の
も
、
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
だ
ら（

五
三
）う

。

こ
こ
で
松
本
が
、
毛
傳
・
鄭
箋
の
道
德
的
解
釋
を
『
詩
經
』
の
詩
に
當
て
は
め
る
こ
と
に
つ

い
て
非
常
に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
日
本
の
他
の
研
究（

五
四
）者

が
「
内
助
せ
ん
と
す
る
德
貌

兼
備
の
人
は
仲
々
少
い
」
と
解
し
て
い
る
こ
と
に
對
し
「
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
指

摘
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
松
本
は
少
な
く
と
も
「
窈
窕
淑
女
」
を
善
德
と
美
貌
を

兼
ね
備
え
た
女
性
、
卽
ち
毛
傳
が
言
う
所
の
「
幽
閒
貞
專
の
善
女
」
と
は
解
し
て
い
な
い
こ

と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
松
本
が
「
窈
窕
」
を
具
體
的
に
ど
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
た

か
は
わ
か
ら
な
い
。

高
田
眞
治
は
集
英
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
漢
詩
大
系
の
中
の
『
詩
經
』
上
下
を
著
し
て

い（
五
五
）る

。「
窈
窕
」
に
つ
い
て
は
、

幽
閒
に
し
て
貞
靜
な
る
貌か

た
ち（

國
字
解
）。
し
と
や
か
、
た
お
や
か
と
訓
ず
る
。
美
靜
貞

淑
の
德
を
奧
ゆ
か
し
く
持
っ
て
い
て
、
し
と
や
か
な
さ（

五
六
）ま

。

と
解
し
、「
淑
女
」
に
つ
い
て
は
「
淑
は
善
、
女
は
乙
女
、
善
き
娘
」
と
解
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
毛
傳
・
鄭
箋
説
に
從
っ
て
異
を
唱
え
る
こ
と
を
し
な
い
。

境
武
男
は
、

窈
窕
は
婦
女
の
も
の
ご
し
の
印
象
を
と
ら
え
た
擬
態
語
で
、
妖
姚
で
あ
る
。
陳
風
の
月

出
篇
に
は
夭
紹
の
語
も
見
え
る
。
淑
女
は
善
女
（
爾
雅
・
毛
傳
）
で
あ
り
、
ま
た
美
女

（
荀
子
賦
篇
揚
註
）。
よ
き
お
と（

五
七
）め

。

と
解
す
る
。「
窈
窕
」
と
「
妖
姚
」「
夭
紹
」
が
假
借
關
係
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
、
何

の
論
證
も
な
し
に
「
婦
女
の
も
の
ご
し
の
印
象
を
と
ら
え
た
擬
態
語
」
で
あ
る
と
す
る
は
、

や
は
り
毛
傳
の
「
幽
閒
貞
專
」
の
意
に
寄
せ
た
解
釋
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
因
み
に
「
窈

窕
」
を
「
妖
姚
」「
夭
紹
」
と
假
借
關
係
に
あ
る
と
す
る
は
、
實
は
こ
の
語
の
本
字
を
考
え

る
上
で
非
常
に
重
要
な
考
え
方
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

赤
塚
忠
は
、

「
窈よ

う

窕ち
ょ
う」

を
、『
毛
傳
』
に
は
幽
閒
（
奧
ゆ
か
し
く
物
靜
か
）
と
解
し
、『
集
傳
』
も
こ

れ
に
據
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
多
分
に
窈
窕
と
い
う
字
面
に
惹ひ

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

窈
は
穴
の
中
が
深
く
て
暗
い
意
で
あ
り
、
窕
は
ず
っ
と
奧
ま
で
穴
が
通
じ
て
い
る
意
で

あ
る
。
そ
こ
で
幽
閒
と
い
う
意
味
を
演え

ん

繹え
き

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
…
…
し
か
し
、
實

際
は
、
窈
窕
は
疊
韻
の
連
緜
で
あ
っ
て
、
夭
（
若
々
し
い
）
の
緩か

ん
げ
ん言

を
こ
の
文
字
に
寫

し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
瑞み

ず
み
ず々

し
い
若
さ
が
あ
っ
て
、
身
の
こ
な
し
が
し
な
や
か
な
こ

と
を
い
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
淑
女
も
善
女
と
解
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
定
説
に
な
っ

て
い
る
が
、
叔
女
、
つ
ま
り
季
女
と
同
義
で
あ
っ
て
、
年
若
い
女
の
意
に
解
す
べ
き
で

あ（
五
八
）る

。

と
解
す
る
。
先
ず
毛
傳
・
集
傳
の
「
幽
閒
」
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、「
窈
窕
と
い
う
字
面
に

惹
か
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
漢
字
の
部
首
が
持
つ
印
象
に
と
ら
わ
れ
て
誤
っ
た
解
釋
を
し

た
と
斷
じ
て
い
る
。
先
の
吳
夌
雲
が
『
正
義
』
説
を
望
文
生
義
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
も

の
と
論
點
は
同
じ
で
あ
る
。
更
に
「
窈
窕
」
の
二
字
は
疊
韻
の
語
で
、
本
來
「
夭
」
の
一
字

で
「
若
々
し
い
」
と
い
う
意
味
を
表
す
が
、
こ
れ
を
ゆ
っ
く
り
と
發
音
し
た
音
で
表
記
す
る

と
「
窈
窕
」
の
二
字
に
な
る
と
い
う
。
卽
ち
「
窈
窕
」
は
「
瑞
々
し
い
若
さ
が
あ
っ
て
身
の

こ
な
し
が
し
な
や
か
」
の
意
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
窈
窕
」
を
疊
韻
字
と
す

る
は
、
馬
瑞
辰
説
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
夭
」
の
緩
言
と
す
る
は
新
し
い
解
釋
で
あ
る
。
ま

た
先
に
境
武
男
が
「
窈
窕
」
を
「
妖
姚
」「
夭
紹
」
と
假
借
關
係
に
あ
る
と
解
し
て
い
た
が
、
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『
詩
經
』
を
讀
む
爲
に
（
一
）
―
周
南
・
關
雎
篇
「
窈
窕
」
の
意
味
に
つ
い
て
―
（
福
本

郁
子
）

こ
こ
に
は
「
夭
」
字
と
、
こ
れ
と
同
音
の
「
妖
」
字
が
含
ま
れ
て
お
り
、
實
は
非
常
に
示
唆

に
富
む
指
摘
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今
一
つ
赤
塚
説
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
「
善

女
」
と
解
さ
れ
て
き
た
「
淑
女
」
を
「
叔
女
」
に
解
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
叔
女
」
と

は
年
若
い
女
性
を
指
す
語
で
、
召
南
・
采
蘋
篇
や
曹
風
・
侯
人
篇
に
見
え
る
「
季
女
」
と
同

義
で
あ
る
。
附
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
季
女
」
と
は
、『
詩
經
』
に
於
い
て
は
「
巫
女
」

を
指
す
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
關
雎
篇
の
「
淑
女
」
も
ま
た
巫
女
と
解
す

べ
き
で
な
の
で
あ
る
。

赤
塚
が
「
窈
窕
」
の
本
字
と
し
た
「
夭
」
を
連
言
す
る
と
「
夭
夭
」
で
あ
る
が
、
こ
の
語

は
周
南
・
桃
夭
篇
に
「
桃
之
夭
夭
」
と
見
え
る
。
こ
の
「
夭
夭
」
に
つ
い
て
毛
傳
は
、

夭
夭
、
其
少
壯
也
。

と
解
す
る
。「
少
」
は
、『
後
漢
書
』
西
南
夷
傳
「
少
年
閒
」
の
李
賢
注
に
「
少
年
、
未
多
年

也
」、『
漢
書
』
賈
誼
傳
「
此
人
少
壯
」
の
顏
師
古
注
に
「
少
壯
、
猶
言
稍
長
大
」
と
あ
る
如

く
、
若
い
意
で
あ
る
。
從
っ
て
毛
傳
の
「
少
壯
」
は
、
若
く
て
盛
ん
な
樣
の
意
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
毛
傳
を
受
け
て
『
正
義
』
は
、

夭
夭
、
言
桃
之
少
。

と
、
桃
の
木
が
若
い
こ
と
を
い
う
と
解
す
る
。
ま
た
『
釋
文
』
に
も

説
文
作
枖
、
云
木
少
盛
貌
。

と
、「
夭
」
は
『
説
文
』
に
は
「
枖
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
木
が
若
く
て
茂
盛
す
る
樣
子
で

あ
る
と
言
う
。
更
に
陳
奐
は
、

説
文
、
枖
、
木
少
盛
皃
。
引
詩
作
枖
枖
。
小
箋
云
、
夭
夭
卽
枖
枖
之
假
借
也
。
豈
風
、

棘
心
夭
夭
。
傳
、
夭
夭
、
盛
皃
。
字
亦
作

。
廣
雅
、

、
茂
也
。少
壯
與
茂
盛

同
義
。
説
文
、

、
女
子
笑
皃
。
引
詩
作

。
此
三
家（

五
九
）義

。

と
、『
説
文
』
が
該
句
を
「
枖
枖
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
夭
夭
」
は
「
枖
枖
」
の
假

借
字
で
あ
る
と
解
す
る
。
更
に
「
夭
夭
」
は
ま
た
「

」
の
假
借
字
で
も
あ
り
、「
夭
夭
」

「
枖
枖
」「

」
は
、
と
も
に
若
く
茂
盛
す
る
樣
を
形
容
す
る
語
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
或

説
と
し
て
『
説
文
』
が
「

」
を
「
子
笑
皃
（
＝
女
性
が
笑
う
樣
）」
で
あ
る
と
し
、
桃
夭

篇
の
該
句
を
引
い
て
「

」
に
作
る
を
擧
げ
、
こ
れ
を
三
家
詩
説
で
あ
る
と
述
べ
る
。
卽

ち
毛
詩
は
「
夭
夭
」
を
「
若
く
茂
盛
す
る
樣
を
形
容
す
る
語
」
で
あ
る
と
解
し
、
三
家
詩
は

「
女
性
が
笑
う
樣
を
形
容
す
る
語
」
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

翻
っ
て
赤
塚
説
を
見
る
に
、「
窈
窕
」
の
本
字
と
し
た
「
夭
」
の
意
味
と
し
て
、
桃
夭
篇

の
「
夭
夭
」
が
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
赤
塚
は
こ
の
「
夭
夭
」
を
「
枖

枖
」
ま
た
は
「

」
の
假
借
字
と
見
な
し
、「
若
く
茂
盛
す
る
樣
を
形
容
す
る
語
」
で
あ

る
と
解
釋
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
赤
塚
が
、
馬
瑞
辰
・
陳
奐
・
吳
夌
雲

等
、
淸
朝
考
證
學
の
成
果
を
踏
ま
え
、『
詩
經
』
解
釋
と
し
て
妥
當
な
論
證
の
あ
る
説
を
採

擇
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

白
川
靜
は
、

（
窈
窕
は
）
奧
深
い
さ
ま
を
形
容
す
る
。〔
楚
辭
、
九
歌
、
山
鬼
〕
に
「
子
、
予
が
善
く

窈
窕
た
る
を
慕
ふ
」
と
あ
っ
て
、
い
く
ら
か
な
ま
め
か
し
い
さ
ま
を
含
む
語
で
あ（

六
〇
）る

。

と
解
釋
す
る
。「
奧
深
い
さ
ま
を
形
容
す
る
」
と
言
う
の
は
、
毛
傳
説
に
從
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
該
句
の
日
本
語
譯
に
は
「
た
お
や
か
の
か
の
ひ
と
は
」
と
あ
り
、「
窈
窕
」
を
「
た

お
や
か
」
と
譯
し
て
い
る
。
こ
れ
は
語
釋
の
「
奧
深
い
さ
ま
」「
な
ま
め
か
し
い
さ
ま
」
と

は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
圖
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

家
井
眞
は
「
窈
窕
」
に
つ
い
て
、

籊
の
假
借
字
で
背
が
高
く
て
麗
し
い
樣
。

と
解
し
、「
淑
女
」
に
つ
い
て
は
、

「
淑
」
は
好
の
假
借
字
で
善
い
意
。「
淑
女
」
は
善
女
の（

六
一
）意

。

と
解
す
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
前
出
の
丁
惟
汾
説
を
引
用
し
た
上
で
の
解
釋
で
あ
り
、
赤
塚

説
同
樣
、
淸
朝
考
證
學
の
成
果
を
踏
ま
え
た
妥
當
な
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
淑
女
」

の
解
釋
に
つ
い
て
は
、
定
説
を
廢
し
、「
季
女
」
の
用
例
に
結
び
付
け
て
解
釋
し
た
赤
塚
説

の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
五
）

以
上
、
關
雎
篇
の
「
窈
窕
」
の
解
釋
を
め
ぐ
っ
て
、
毛
傳
に
始
ま
る
傳
統
的
解
釋
か
ら
現

代
の
日
本
に
於
け
る
主
な
解
釋
を
概
觀
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で「
以
經
解
經〔
經

を
以
て
經
を
解
す
〕」
と
い
う
考
證
學
の
方
法
論
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。「
以
經
解

經
」と
は
、
經
文
中
の
或
る
文
字
・
或
る
語
を
解
釋
す
る
場
合
、
同
字
・
同
語
が
同
じ
經
文
、

ま
た
は
他
の
經
文
（
成
立
年
代
に
さ
ほ
ど
隔
た
り
が
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
）
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
檢
證
し
、
そ
の
中
か
ら
最
も
妥
當
な
も
の
を
採
擇
し
て
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
經
文
の
字
義
・
語
義
を
確
定
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
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盛
岡
大
学
紀
要

第
三
十
九
号

先
に
引
用
し
た
丁
惟
汾
説
に
於
い
て
、
衞
風
・
竹
竿
篇
の「
翟
翟
」を
用
い
て
關
雎
篇
の「
窈

窕
」
を
解
釋
す
る
方
法
が
そ
う
で
あ
る
。
更
に
筆
者
が
竹
竿
篇
の
「
翟
翟
」
に
對
す
る
丁
惟

汾
説
と
陳
奐
説
を
引
く
こ
と
で
、「
窈
窕
」
が
「
翟
翟
」
の
假
借
字
で
あ
る
と
い
う
解
釋
を

補
完
し
、「
背
が
高
く
ほ
っ
そ
り
と
し
て
美
し
い
樣
」
を
形
容
す
る
語
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
し
た
の
も
、こ
れ
と
同
樣
の
方
法
論
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
、詳
し
い
論
證
は
な
か
っ

た
が
、
境
武
男
が
陳
風
・
月
出
篇
の
「
夭
紹
」
の
語
を
用
い
て
「
窈
窕
」
を
解
釋
し
よ
う
と

し
て
い
た
の
も
こ
れ
と
同
じ
方
法
論
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
赤
塚
忠
が
「
窈
窕
」
を

「
夭
」
の
緩
言
で
あ
る
と
解
釋
し
た
も
の
を
、
更
に
筆
者
が
周
南
・
桃
夭
篇
の
「
夭
夭
」
と

そ
の
毛
傳
説
に
よ
る
解
釋
を
用
い
て
補
完
し
た
の
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

「
窈
窕
」
に
つ
い
て
諸
説
を
概
觀
し
、
ま
ま
考
察
を
加
え
て
き
た
。
中
國
に
於
い
て
は
、

古
く
は
毛
傳
に
よ
っ
て「
窈
窕
、
幽
閒
也
」と
い
う
解
釋
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
鄭
玄
に
よ
っ

て
「
幽
閒
處
深
宮
」、
朱
熹
に
よ
っ
て
「
窈
窕
、
幽
閒
之
意
」
と
、
毛
傳
説
を
踏
襲
す
る
解

釋
が
繼
承
さ
れ
た
。
淸
代
に
入
る
と
、
馬
瑞
辰
に
よ
っ
て
「
窈
窕
」
の
二
字
が
疊
韻
の
語
で
、

「
窈
」
ま
た
は
「
窕
」
を
連
言
し
た
語
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
窈
窕
」

の
よ
う
な
疊
韻
の
語
を
一
字
一
字
に
分
け
て
解
釋
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
旣

に
王
念
孫
が
『
讀
書
雜（

六
二
）志

』
卷
七
漢
書
第
十
六
に
於
い
て
「
凡
連
語
之
字
、
皆
上
下
同
義
、

不
可
分
訓
。
説
者
望
文
生
義
、
往
往
穿
鑿
而
失
其
本
指
（
＝
凡
そ
連
言
の
語
は
、
す
べ
て
上

下
と
も
に
同
じ
意
味
を
表
し
て
お
り
、
一
字
ず
つ
分
け
て
解
釋
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
ら
を
一
字
一
字
の
文
字
面
だ
け
で
都
合
よ
く
解
釋
す
る
と
、
往
々
に
し
て
解
釋
を
ね
じ
曲

げ
て
本
當
の
意
味
を
誤
っ
て
解
釋
す
る
こ
と
に
な
る
）」
と
指
摘
し
て
い
る
。
馬
瑞
辰
も
明

言
は
し
て
い
な
い
が
、
疊
韻
の
語
の
と
ら
え
方
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
と
讀
み
と
れ
る
。
し

か
し
馬
瑞
辰
も
や
は
り
毛
傳
の
「
幽
閒
」
説
を
無
批
判
に
正
し
い
解
釋
と
し
て
と
ら
え
て
い

る
。
こ
の
點
に
於
い
て
は
陳
奐
も
同
じ
で
あ
り
、
近
現
代
に
入
っ
て
も
毛
傳
説
に
從
う
傾
向

は
ほ
と
ん
ど
變
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
複
數
の
説
を
併
記
し
て
自

身
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
な
い
説
や
、獨
自
の
解
釋
を
述
べ
る
説
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

日
本
の
研
究
者
の
立
場
は
中
國
の
諸
家
と
同
じ
で
あ
る
が
、
複
數
の
説
を
併
記
す
る
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
戰
後
の
『
詩
經
』
研
究
者
の
中
に
は
、
淸
朝
考
證
學
の
成
果
を

用
い
、
或
い
は
甲
骨
・
金
文
の
專
門
的
な
知
識
や
宗
敎
學
・
民
族
學
・
民
俗
學
・
社
會
學
・

歷
史
學
等
の
補
助
學
的
な
知
識
を
用
い
る
研
究
者
に
よ
っ
て
、
毛
傳
や
鄭
箋
等
の
傳
統
的
解

釋
に
こ
だ
わ
ら
な
い
多
樣
な
解
釋
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
代
で
は
、
中
国
に
於
い

て
も
よ
う
や
く
こ
の
方
法
が
使
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

『
詩
經
』
の
詩
は
人
閒
が
作
り
、
謠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
古
の
人
々
が
何
を
考
え
、
何
の

目
的
で
こ
れ
ら
の
詩
を
謠
っ
た
の
か
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
眞
の
意
味
で
詩
の
原
義
を
理
解

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
爲
に
『
詩
經
』
研
究
者
が
補
助
的
に
力
を
借
り
る
べ
き
學

問
の
分
野
が
、
例
え
ば
甲
骨
・
金
文
の
知
識
や
宗
敎
學
・
民
族
學
・
民
俗
學
・
社
會
學
・
歷

史
學
で
あ
る
。
無
論
、『
詩
經
』
研
究
の
分
野
に
は
、『
詩
經
』
を
經
學
と
し
て
と
ら
え
る
立

場
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も
あ
る
。
從
っ
て
、『
詩
經
』
を
解
釋
す
る
場
合
は
、
自
身

の
立
脚
點
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
ろ
う
。
中
途
半
端
な
立
脚
點
か
ら
『
詩
經
』
の

詩
を
解
釋
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

注（
一
）『
詩
經
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
家
井
眞
『『
詩
經
』
の
原
義
的
研
究
』（
研
文
出
版

二
〇

〇
四
年
）
四
八
頁
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
二
）
マ
ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
ー
著
／
内
田
智
雄
譯
『
中
國
古
代
の
祭
禮
と
歌
謠
』（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫

一
九
八
九
年
）。

（
三
）
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
著
／
久
米
博
譯
『
豐
饒
と
再
生
』（
エ
リ
ア
ー
デ
著
作
集
第
二
卷
、
せ

り
か
書
房

一
九
七
四
年
）、『
聖
な
る
空
閒
と
時
閒
』（
エ
リ
ア
ー
デ
著
作
集
第
三
卷
、
せ
り
か

書
房

一
九
七
四
年
）、
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
著
／
堀
一
郎
譯
『
大
地
・
農
耕
・
女
性
』（
未

來
社

一
九
六
八
年
）
等
。

（
四
）
柳
田
國
男
『
定
本
柳
田
國
男
集
』（
筑
摩
書
房

昭
和
四
三
年
～
四
六
年
）。

（
五
）
折
口
信
夫
『
折
口
信
夫
全
集
』（
中
央
公
論
社

昭
和
四
〇
年
～
四
三
年
）。

（
六
）
毛
亨
傳
・
鄭
玄
箋
・
陸
德
明
音
義
・
孔
穎
達
疏
・
校
勘
記
阮
元
撰
『
附
釋
音
毛
詩
注
疏
』（
重
刊

宋
本
十
三
經
注
疏
、
藝
文
印
書
館

民
國
五
四
年
）。

（
七
）
鷗
陽
脩
『
詩
本
義
』（
臺
灣
商
務
印
書
館

一
九
六
六
年
）。

（
八
）
朱
熹
『
詩
集
傳
』（
慶
應
元
年
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衞
等
重
刊
本
）。

（
九
）
陳
奐
『
詩
毛
氏
傳
疏
』（
國
學
基
本
叢
書
、
商
務
印
書
館

一
九
六
八
年
）。

（
一
〇
）
馬
瑞
辰
『
毛
詩
傳
箋
通
釋
』（
中
華
書
局

一
九
八
九
年
）。

（
一
一
）
王
先
謙
『
詩
三
家
義
集
疏
』（
中
華
書
局

一
九
八
八
年
）。

（
一
二
）
王
念
孫
『
廣
雅
疏
證
』（
中
文
大
學
出
版
社

一
九
七
八
年
）、
王
念
孫
『
讀
書
雜
誌
』（
臺
灣
商

務
印
書
館

民
國
五
七
年
）、
王
引
之
『
經
義
述
聞
』（
臺
灣
商
務
印
書
館

民
國
六
六
年
）、
王

引
之
『
經
傳
釋
詞
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社

一
九
八
五
年
）。

（
一
三
）
陳
啓
源
『
毛
詩
稽
古
編
』（
皇
淸
經
解
卷
六
〇
～
八
九
、
復
興
書
局

一
九
六
一
年
）。

（
一
四
）
戴
震
『
毛
鄭
詩
考
正
』（
皇
淸
經
解
卷
五
五
七
～
五
六
〇
、
復
興
書
局

一
九
六
一
年
）。
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『
詩
經
』
を
讀
む
爲
に
（
一
）
―
周
南
・
關
雎
篇
「
窈
窕
」
の
意
味
に
つ
い
て
―
（
福
本

郁
子
）

（
一
五
）
林
義
光
『
詩
經
通
解
』（
中
文
出
版
社

一
九
七
一
年
）。

（
一
六
）
聞
一
多
『
詩
經
新
義
』『
詩
經
通
義
』（『
聞
一
多
全
集
』
全
四
冊
（
三
聯
書
店

一
九
八
二
年
）

卷
二
所
收
）、『
風
詩
類
鈔
』
甲
乙
（『
聞
一
多
全
集
』
全
四
冊
（
三
聯
書
店

一
九
八
二
年
）
卷

四
所
收
）
等
。

（
一
七
）
屈
萬
里
『
詩
經
詮
釋
』（
聯
經
出
版
事
業
公
司

民
國
七
二
年
）。

（
一
八
）
袁
梅
『
詩
經
譯
注
』
國
風
部
分
（
齊
魯
書
社
出
版

一
九
八
〇
年
）。

（
一
九
）
程
俊
英
・
蔣
見
元
『
詩
經
注
析
』（
中
華
書
局

一
九
九
一
年
）。

（
二
〇
）
マ
ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
ー
、
注
（
二
）
前
揭
書
。

（
二
一
）
マ
ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
ー
、
注
（
二
）
前
揭
書
一
五
四
頁
。

（
二
二
）
目
加
田
誠
『
詩
經
』
譯
注
篇
（
丁
字
屋
書
店

昭
和
二
四
年
）。

（
二
三
）
境
武
男
『
詩
經
全
釋
』（
汲
古
書
院

一
九
八
四
年
）。
こ
の
書
は
著
者
が
秋
田
大
學
で
敎
鞭
を
と
っ

て
い
た
際
、
敎
材
と
し
て
少
數
を
自
費
出
版
し
て
い
た
も
の
を
、
後
任
の
石
川
三
佐
男
が
奔
走
し
、

改
め
て
五
〇
〇
部
程
を
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
四
）
松
本
雅
明
『
詩
經
諸
篇
の
成
立
に
關
す
る
研
究
』（
東
洋
文
庫

昭
和
三
三
年
）。

（
二
五
）
松
本
雅
明
、
注
（
二
四
）
前
揭
書
六
頁
。

（
二
六
）
共
著
と
し
て
『
詩
經
』
中
（
新
釋
漢
文
大
系
一
一
一
、
明
治
書
院

平
成
一
〇
年
）
三
三
～
二
九

九
頁
が
あ
り
、
別
に
單
著
と
し
て
、『
詩
經
』（
新
書
漢
文
大
系
、
明
治
書
院

平
成
一
四
年
）、『『
詩

經
』
興
詞
研
究
』（
研
文
出
版

二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。

（
二
七
）
赤
塚
忠
『
詩
經
研
究
』（
赤
塚
忠
著
作
集
第
五
卷
、
研
文
社

昭
和
六
一
年
）。

（
二
八
）
白
川
靜
『
詩
經
國
風
』（
東
洋
文
庫
、
平
凡
社

一
九
九
〇
年
）、『
詩
經
雅
頌
１
』（
東
洋
文
庫
、

平
凡
社

一
九
九
八
年
）、『
詩
經
雅
頌
２
』（
東
洋
文
庫
、
平
凡
社

一
九
九
八
年
）
等
。

（
二
九
）
家
井
眞
、
注
（
一
）
前
揭
書
。

（
三
〇
）「
則
幽
閒
處
深
宮
貞
專
之
善
女
」
は
、
漢
文
大
系
一
二
『
毛
詩
』（
冨
山
房

明
治
四
四
年
）
は
、「
則

幽
閒
處
深
宮
。
貞
專
之
善
女
」
と
句
點
を
つ
け
て
讀
む
が
『
十
三
經
注
疏
整
理
本
四
・
毛
詩
正
義
』

（
北
京
大
學
出
版
社

二
〇
〇
〇
年
）
に
從
っ
た
。

（
三
一
）
馬
瑞
辰
、
注
（
一
〇
）
前
揭
書
。

（
三
二
）
朱
熹
、
注
（
八
）
前
揭
書
。

（
三
三
）
馬
瑞
辰
、
注
（
一
〇
）
前
揭
書
。

（
三
四
）
陳
奐
、
注
（
九
）
前
揭
書
。

（
三
五
）
陳
子
展
『
國
風
選
譯
』（
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
三
年
）。

（
三
六
）
屈
萬
里
、
注
（
一
七
）
前
揭
書
。

（
三
七
）
高
亨
『
詩
經
今
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
〇
年
）。

（
三
八
）
程
俊
英
、
注
（
一
九
）
前
揭
書
。

（
三
九
）
林
義
光
、
注
（
一
五
）
前
揭
書
。

（
四
〇
）
袁
梅
、
注
（
一
八
）
前
揭
書
。

（
四
一
）
吳
夌
雲
『
吳
氏
遺
著
』（
光
緒
一
七
年
廣
雅
書
局
刊
本
）。

（
四
二
）「
望
文
生
義
」
と
は
、
文
字
面
だ
け
を
見
て
、
都
合
の
い
い
解
釋
を
こ
じ
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

古
典
中
國
語
を
解
釋
す
る
場
合
、
決
し
て
と
る
べ
き
で
は
な
い
態
度
で
あ
る
。

（
四
三
）
兪
樾
『
群
經
平
議
』（
皇
淸
經
解
續
編
卷
一
三
六
九
～
一
三
七
二
、
藝
文
印
書
館

民
國
五
四
年
）。

（
四
四
）
朱
駿
聲
『
説
文
通
訓
定
聲
』（
藝
文
印
書
館

民
國
八
三
年
）。

（
四
五
）
丁
惟
汾
『
詩
毛
氏
傳
解
故
』（
詁
雅
堂
叢
著
六
種
、
中
華
叢
書
編
審
委
員
會

民
國
五
五
年
）。

（
四
六
）
丁
惟
汾
、
注
（
四
五
）
前
揭
書
。

（
四
七
）
陳
奐
、
注
（
九
）
前
揭
書
。

（
四
八
）
淸
原
宣
賢
『
毛
詩
抄
』（
岩
波
書
店
・
岩
波
文
庫

昭
和
一
五
年
）
五
〇
頁
。
室
町
時
代
の
天
文

三
（
一
五
三
四
）
年
、
宣
賢
が
五
十
九
歳
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
九
）
中
村
惕
齋
『
詩
經
示
蒙
句
解
』（
漢
籍
國
字
解
全
書
第
五
卷
（
早
稻
田
大
學
出
版
部

大
正
六
年
）

所
收
）
一
二
頁
。

（
五
〇
）
淸
潭
『
國
譯
詩
經
』（
國
譯
漢
文
大
成
第
一
〇
卷
（
國
民
文
庫
刊
行
會

大
正
一
〇
年
）
所
收
）

二
頁
。

（
五
一
）
目
加
田
誠
、
注
（
二
二
）
前
揭
書
九
頁
。

（
五
二
）
松
本
雅
明
、
注
（
二
四
）
前
揭
書
六
六
頁
。

（
五
三
）
松
本
雅
明
、
注
（
二
四
）
前
揭
書
六
二
～
六
三
頁
。

（
五
四
）
松
本
は
注
に
「
た
と
へ
ば
松
崎
鶴
雄
氏
「
詩
經
國
風
篇
の
研
究
」
一
九
三
七
年
、
五
〇
頁
」
と
言
う
。

注
（
二
四
）
前
揭
書
一
〇
八
頁
。

（
五
五
）
高
田
眞
治
『
詩
經
』
上
（
漢
詩
大
系
、
集
英
社

一
九
六
六
年
）、『
詩
經
』
下
（
漢
詩
大
系
、
集

英
社

一
九
六
八
年
）。
こ
の
書
は
、
戰
後
、
日
本
に
於
い
て
『
詩
經
』
を
初
め
て
口
語
で
翻
譯

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
漢
詩
大
系
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の
一
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
國
の

高
等
學
校
や
大
學
圖
書
館
等
に
配
架
さ
れ
、
廣
く
讀
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
猶
、「
漢
詩
大
系
」

は
、
後
に
「
漢
詩
選
」
と
し
て
一
九
九
六
年
に
再
版
さ
れ
た
。

（
五
六
）
高
田
眞
治
、
注
（
五
五
）
前
揭
書
上
二
七
～
二
八
頁
。

（
五
七
）
境
武
男
、
注
（
二
三
）
前
揭
書
一
四
頁
。

（
五
八
）
赤
塚
忠
、
注
（
二
七
）
前
揭
書
五
六
頁
。

（
五
九
）
陳
奐
、
注
（
九
）
前
揭
書
。

（
六
〇
）
白
川
靜
、
注
（
二
八
）『
詩
經
國
風
』
五
一
頁
。

（
六
一
）
家
井
眞
、
注
（
一
）
前
揭
書
四
一
四
頁
。
猶
、
家
井
は
「
窈
窕
淑
女
」
の
日
本
語
譯
を
「
た
お
や

け
き
巫
女
」
と
し
て
い
る
が
、
語
釋
に
從
え
ば
こ
れ
は
「
す
ら
り
と
み
め
麗
し
い
巫
女
」
の
誤
り

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
六
二
）
王
念
孫
『
讀
書
雜
志
』（
臺
灣
商
務
印
書
館

民
國
五
七
年
）。




